
復職支援対策の概要 

職員が心の健康問題により、原則として、精神疾患による病気休暇の上限である１８０日を超えて休職となった職員を対象に

職場復帰支援をしていきます。健康管理センターでは、産業医及び保健師を中心に所属長と相談しながら、円滑な職場復帰に

向けて、より段階を踏みながら、試し出勤や職場復帰プラン等の作成に取り組んでいきたいと考えていますので、ご理解とご

協力をお願いします。 

 

 

 

  

●所属長による職

員との面接 

・職員の職場復帰

の意思の確認 

・主治医の診断書

を確認 

 

所属長、産

業 医 に よ

る 本 人 と

の面接 

  ↓ 

最 終 的 な

職 場 復 帰

の決定！ 

   

●職場復帰支援会議 

（所属長もメンバー

として出席） 

●本人の意向も尊重し

た上で、「職場復帰支援

プラン」を作成。 

●職員の状況に応じ

て、１ヶ月のプランを

作成し、実施した後に、

産業医または保健師と

面接し、プランの評

価・見直しを行う。 

 

●所属長から健康管理

センターへ連絡する。 

●所属長から職員に情

報提供する。 

・ 事務手続き 

・ 療養状況の報告（１

か月ごとに報告） 

 

第１ステップ 

療養開始及び療養中のケア 

 

● 定期的に該当職

員と連絡を取

り、状況を確認

する。 

各
所
属 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

第２ステップ 

主治医による職場復帰可能の判断 

～ 

 

産業医・保健師が

職員との面接を

実施する。 

 

 

第３ステップ 

職場復帰の可否の判断 

職場復帰支援プランの作成 

所属長によ

る職場復帰

支援プラン

の実施状況

の確認、及び

見直し 

 

 

第４ステップ 

最終的な職場復帰の決定 

第５ステップ 

職場復帰後の支援 

試し出勤 

・ 通勤手当な

し 

・ 公務災害該

当なし 

（和歌山県職員互助

会負担の傷害保険に

加入できる。） 

・ 無給 

体調や勤務

状況を定期

的に確認 


